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第8回 夏季研修大会を終えて
九洲個性化教育研究会屑l 会：、長
沖縄県具志911甫個性化煎育研究会顧問
本大会をを運営するにあたり若い教員で運営委
員会を組織し、そのパワーが追憾なく発揮され·
たことであります。紙面をかりて敬窟を表した
いと思います。

市内、県内外｀外国から 700人余の参加者
があったことも今大会の特筆に値する実績だろ
うと思います。染田屋会最の御挨拶の中に ·r涸
性化教育の風を沖縄から」と言うお言葉に、か
なりのプレッシャーがあったのも事実ですが、·
参加なされた多くの先生方が、これを槻会に個
性化教育の研究に尚一雇の努力と研鑽をしてい
ただくことを信じて疑わないものでありますC
研修大会の余韻が未だに醒めやらぬ現在ですが、
2 学期から更に研究を深め、個性尊重の教育の
あり方を究めていく必要を痛感しています。全
個教研の更なる発展を期待しています。

習軋軋屈．

新指塀要領と個性化教育のあり方「個性を生
かす授業づくり」をテーマに、全国個性化教育
連盟主催、恒例の亙季研修会（第8回）を盛会
裏に終えることができたことに対し、担当地区
として関係各位に深甚の謝意を表し重ねてお礼
を申し上げます。
特に、連盟本部の先生方や、研究発表を担当
された先生方、並びに指導肋言をして下さった
多くの先生方に感謝を申し上げます。
子ども達の個性を最大限に尊重してやり、学
ぼうとする窯欲をどのように引き出し、学習し
た成果をどのように認め、．＇学習の満足感と戒就
感を個々の子どもにどのように与えてやるか、
これこそ教育の永遠の課題であり．｀：．個性化教育
．の終局的なねらいであると私は信じています。
．．iいわたじた達の具志川市においては、営銘市畏

．．．．の： r明日安担う人づ．＜．．り」•の直点施策を受けゞ
・：十数年前から教育施設めォ＿：ブン化に多額〇予
簑を投入して学校建築を進めて参りました。ハ
ードの面は、目標達成に近づいて来ましたが、

..,:;••その間、教育内容の整備が．； •必ずしも満足すべ
・きものとは言えないのが現状であり、．•その課題
以解決のためにも、教育現場における個別化、個
性化教育の研究と実践が必要不可欠の課題であ
．．．：ると認識していました。
認 今回の全国夏季研修大会は、その課題解決の
ためのアブローチとして積極的に引き受け取り
組んで参りました。加藤先生から「第 8 回大会
は沖縄で騨催したい。」と打診された時点では、

正直言って不安が先行し暗中模索の状態でした。
これまで個々バラパラの会員をまとめるために、
平成元年に具志1II市個性化教育研究会を発足さ
せ、各学校においては、校内研修のなかで個別
化個娃化教育の理論研究と平行して公開授業等
を積極的に取り組んで参．りました。何よりも力
強く、今後の個性化教育に希望が持てたのは、

．錮碩直噺暉
7月27日（月）
0 公開授業
A会場爺原小学校
B会場高江洲小学校
C会場高江洲中学校
•個性化の授業づくりの発表（各会場）
0 屁食（全体会場）

・ アトラクシロン（エイサー、三味線）
0 課題研究発表
•畢義全個教連
0 講演全個教連
•懇親会
7月28 日（火）
0 講演都立大助教授工学博士
•施設参観
具志川市役所
株式会社「沖縄蘭研」

事務局最
副会晟

高浦勝戟
加藤．幸次

上野・淳

-1..J 



第 l＼団 全叫伽i性化孜育研究：｝西謁臭年： (I)| {1．妥シ穴
):.._.<1 前霧翡彎況村＇i•『lt敦叩）んり方・

一恩·,i]を生か］什揺づくり一
可咸 4 年 7 月 27 [] (}])へ 2 3 l] （火）
1i~\ }穏l|\./、社交裔ili};il| ¥l';;: l')] i嘉il‘l・；: ：車霜

舟>i'ッス）し，／＼イ・・）‘/ダー

〗忍如ゑ ‘,l 爪il i i 1 ] ] { 1 (; i) 
l.r·· 一',;, • 9,I、•J,/：ヽ•I • [ l 
l • h リ \ ..t r ·-’-・・ベ ノ．：‘！.ij ) 

,\ ？応闊 ｝i~訊l|'、開文
架., .. 

ア
・

.ヽ .. •I 
,

1

 

(' `` 
ヽ
·
ヽ

1,i ;‘.9(; ;. I • I ! : :.) { 1 ·• f;• (; 3 1 1 : ] ; :91• ; ;g ((; ; 1..) 

! ••;; • : ¥ : (: 1. I l ::'ｷ l lヽ「i ljｷ.) 

ば、． l.＇どし｝．｀‘/·•一ゾン・フ、ベー•J、I，：そ9 —•) |1i泊 IJヽ
9]・9: ! ：：ー（・・・し；）公i:l l I支恐で：」 、 •• J.、, ·)•、.I ;、 i ¥! ·‘l O.)関
:..ii ：こ It; il)..I,<.' 、屯ぎ’J:.t¥ t•9 話，｝）；してし‘• i、・・。祁数
！．．ヽ・i.! • !’.I:'. 々: lん¢ｧ:I i.K批 (I) j岱し、＜ ;• : i.り、 i':li 1、1:
•以： { l •.. if. ht,)) :.f: :,I=,':: l.. -,.I. i,.. i伎‘/i:.'‘ : I・ど ‘:) (1, :) 

i i,ｷ • :,; •i : i f i (;．．J．し—.,; :̀. tit li•{ : l.. J、り、 1 9.4,•シ‘•• j'・．ふ、熊l.itを
白JI[iI t. t., ;i 0 、t l:：．、 も！叩iし0)・文{i・，をJItり）、l し．jこ
i. •, 9・；し＇・．．：やi i .• :し..{, 1 、松： ［；文it. (i). l：さをf•: : • ;~, (.. J l: 
；こ 9： ｛庄i；•も 1! ! ii [; •, 1 ;9·, ょ'.. ?·．ケ‘..c :¥ 1,‘;.. 
• [ i !.it if.. :1: • 「'.:•り•i';:i i'... •: (i)授ふ＇； 7) くり．I
i, 1 1ヽ・．礼：lt i t!! [1 1 1 i;'-·り『．＇ 1: (t,',·， 1面・志於．1Jりijヽ）

• 1·1wu_;-i:. 11し！L. （福岡・ク、i!;~iJヽ）
i ｷi.)<.:: (i)・・［： ！交 l :: l メタ）1 の学:j交J を：ミ・ン‘

匁ンくし・ 1[:'.i'•4.I: （学級）づくりをめざして＼ー•し．＇こ）
ii；衷．、）5 U.l l. • l 「 1.、[ij t)よつに学t:l せたし‘。 :l: 1.. 、
;.II f l:•J?/ i料州できる場か作ってし、さ 1<: l. 、としヽうJ~ll
し•...,..L,',.. i.... k: {t 1.., iｷ i.; { ! ;•さiし 1,c: `',•f.:.) J i応．l;・応じた
1:.1\>:ll. 1./. I l| f,!: 11 1<‘-f·'っくりじ；）＇：f：t,1:1,1,―cl i1・；｀t｝ tI 、
.;、り 'l： ：ざ： _i (•I t•し‘,ズ,。 2 人の熱泣：がiLi 1) 、プ:,,;·t..}、: I、ぐ

• ｷ'i.'" 
. i :,!.ii1.ti •宮凶ヽjl、J’·ケ’¢'.i・・(!:l~りt・！凶i.i: I！ヽ）

•• ;!—i /<`..iしー！｛、 h<各：I ．祁！．j’,; (. : I I tり令！1 人、でし、;;, 99 :, i i:I I; /)‘ 
，•）腐I).!』It iダんー'. t ；ーし,. I ・3(I) i ii元{...:.え）しヽて、 ！片・；§．
){ ;.i.ig..,• ;•: •iI I’ j芯J;i. :;‘i :. i、l'J<)_) ; iつ 0);.i i;’(:: I.1・！i l l i行、：），．
大咲 I.): J.. I'. } i・ギ-·と：l !f I : iI がi’I¥ h) ろ•J)i、 [ i, -.) i!',宜
J-、:, (·を· f; -(..ィ:I II • j I. (し．、 i.91: 0.) が： 1 じのil |)!-i・： ｛こそ'1、)‘
•.. c ｷ ¥ , < e ! I_. i {. iI'} 、I，人‘'.j`::| t Yi.! {.I, • i..:., l : • •＞ーし― 、 翁i.i岱 11,.)
:.:1.r-ｷ, ;:,:-uj-,・｛ ；し，•>しさたi,."餅 l • /.: o 

,J}評i.怜＇）く'.:{..: %k i誌）J：l lii炉t: i.,I;'A:’! • •. 
火生ji •IJ <.-•小．懸： i.} ··(：：う h l,11ヽっ｝こで ··lｷ,. ff、).{;

の研究じI:、.l. •ども中心（こJ}えて；, t L,},；ヽ。そU.)

ため、洛：i文企 11,: • n n,\'ffi'.令材：，．I\全体を. {Jiか
“:J. (j）で！!~l j.名な点もあり出すが、J)iぎ始めるとJ忌
くも[ t·‘•(. t、 :l: •Jー，吼： ！文令i4：が続t、•C t．ヽるこ、＼・・{:l. 
i.9 てもうit l· ヽし、し： i.：でJ• «•もちろ／ヽI. !:尋‘}J咽
も深しヽi~I 係があり；l: す・。今飯、学沿＇l．{·. ;f·習 If)
ゃJiさ·. d)‘j{j汁1を福し I（：し、と衿え，·•I：す。 （＇かi·; I!.ll) 

じ会楊揺il汎ll浮咬
・公餅II妥染 ・：

I l謡科（ l 、 2.ti) .9灼．数 (3 、.6 年）・．．

べ···，'屯•7.., 1 •;:-1.‘忍泣心•巧; • • ••i. 9 •，、；：・i：•9 4. ｷ 
.'...·•,.., <. -ｷ:(, :. ·;・ I • 

・移．＾，

·ァ•: ̀  v 上仁．――··~・
-!1-'. ii詐i し．ヽ）»た作り発衷会一．

沿ji砂：兄ヽ学校は、 Il[{ f:ij 5 8 年か足令全if1i改笙（こ
より；4· ·ープ．、ノ・ブ、ペー .. :;~:I；＇｛，；iえるようにな・・・、｝．：、
:} ;3 8 ．名（ 1 3 年懃）り）学校であく9 ^ !:;..i4:Jj 6) 
i’! !’·ti[ O) ・:;,1'::.,.; I J •jる沼•さ())1 | l ̀i万．｛祝交し· !:、元 '.91
し‘べ） tl.9 し 9 (]). J • ·どもたち {;I 、活itに、 1.り! •i:tあふ ll. 
ン；，：•;!• f1 1と！i｛| :W しt:.:,. >L活序i •でし；I. 、 1•i ¥: :t. { ;t.、: • 
.:ｷ, 1,,,.-, t ;': ! ·—•)-··がII! 怠：さi l. 、おド／•さ／，，/j(f） i,?, 

., -



I I もi.!: •r. I, 1 ケt ()),·,りにし、．！．i [ • I 1 、し、{ .̀. i. : 1.9 て· 9, 

:, • I • 1 • i.'•ノ・・ノ l I .i：しヽ/,'. V '-)、 (1.’L:(. I .. し、か I.: I‘I () 
U) i'i`;、』g /l’: J’.、\',/ I I、)l..·し、共 l.ll'(: u)'()'(J) (J9 :‘;!• i'9.i I,'l, 

·r し 9 k：．，外i.粒 (1 、 }A• l品（I'．）・ 1,l• A 、. ll‘.) l)• I宕をし・J iJ) 

りあさ，t l`9:.t致定な学-t/ 1片袢がli{· Iり！さ 1 してt．ヽ I：•• :. 
• !,ii究＇｝:t,、l,i 「 •Ii'ず！ ’l• i tのi妥封：づくり 1

1,'し冷＇：fi· •i li ! I I.1 1) r •••. (!iiグじ !:I: (il I l 奈！,,・大況I lヽ）

ピ·?オを使・った）＜ i梵 Ilヽ労：l ．文 U) i[•)l i/j’. i l；杓ク厄il It iit 

Ol ，：以揺紺·が、｛うり、多！泊で柔軟な」'.火•\ぅ;t|1、~;(f)
必‘’lじft1l fヽ；、i ： ,]1ijさiした、， そ l.•でlこし＇J, ；l: ぬ f i:g 9|'.I: i i’、

0）投沿づくり」 （二）I し｝ ：I.'Jラ｝、 1:;1ダt)こそが

l f’.! 1 1 : it．教fi」 (:.9: iリl ·;’l • I l i.. i, il. 0) •’f: l 文f!if. i) I l i. i.IL 

(}) h;,•• JりJノJであると．t，1i(;l. l・し、公場0) 俎i気をi;';;J:そ

.. ）と•J．る•か (l),i、 :9) J.9): •ノ、：1•一• 1 1, ()) 1 1 :、 ;.I,.}しが終J'

した．， (;ifi 1畠I)

［会楊高出；；i1 |•」／ー·；り交
盈ii U!ll 1.l1 で(;t _ン) 1 t l 1!! 4 1 「がi]'.1•I[ t:)が •(-.I tｷ ;l 

1 1 ：討••l'図「2 次，片程式J U) ?.,、J U)'•;!: i片'1け溝 I)''公 1::i
さ 1,: Iこ 9...

iIl i j::l (;t ｷ 1 ;,1,t”i. 0) tJI：点（1：位：：＇．1[ （し．—)＇，ヽ℃ 0) グ 1レ・ー··
プ災！ii:J.:;ｷ r| 1 、 1し、とし、 「iii•)l: |)•I I匂 1!1 ．部．）i~＇かl 守＇： ｛片’.I
岱ペーJヽ．！し：、”．—• &i；・［＇，？恥'n i:;(l）｛学·｝!';.l 1;, li}[ (})、 II. 
たか/~: ·.,う．ー(.i i!f) :{!). 9う）した。．＇J ;_クソ ....:.1・頷(..:. (,l熟

l..k: ｷ • :l... •9)、:9の 1心分見ら l tｷ9: : i fi iだ＇：ー（• ::) i I!!l，・なも（i`）とな·
って．．•し、9:I:..: U‘-f・・ども詮0),1i)Jき l;t))1 1,.i 1) ダイナミ•:I 

クで•/·:¥: /¥ ·\・どして：ヽる＜こもかか l'), • 9 ;l『、各［I 

U）ベー・シ＜ ！し・:,;-...,}、•,.t,r；正）I が保証·さ：11,·-r-',·、iるた．＼1) か、

打 L,．ろゆ．‘ン．t,.'. _!J砂·！こ！惑 l1 を．:Ijえるも U)であっ
｝こ c. ｷ. • !..’.. 

数沿：・(.:; l: 、 :.9 1'..Il• (..:., I; ·るレ炉，、ネス・・,·.公 l·
U J.分iliｷ •\.:9 ji·,·ノ l:d.Jクl}揺·.l．爛（／．）・1竹I:til II[ ii’; l 災，．i·jなど、
l'• ども (1):i、’態U) l じ：）月！と学や況J,·:..:.「.)し，．（•••<!J I,'」が＇！な

: l，[協力<:l: •:1'[i ！依 I．Jりであ螂:, 1、•., n •‘f:ii •: j片．＼舒．｛；「、形成
テ：ス 1 ・(?) I l ｷ. li！（数をもと（こ 3-.1 0)学肘：，1 -ス 0) い

•J `・iしかにク｝岐 lJてしヽくも 0.)で、 :•I: (し..9ii.]ll l焙｀f': （こ

対応した姻別化指導’と’評える。 Cl 分 U) や，’．'忍ll.!:'c・（こ
）＇政適化された既：述が•I.j·えられ，．C しヽろ 0.) •(9:, 、どV)

子どもも然心に収(J紺ん·(•；し·ヽiと，． （令れI)

午後 （内ャッス）し．，｝＼．fう〉ダ-)

晶訓競汎
! : ••1及 (:l 、 •-1:i 4、:jさ 1.;J （し．．！j:； ｛］し！: !.:•:) 1 | 1)ヽ’浮： l 父•.!-J'

"'ｷ_;) 1 19 | I i[ I 交．万・公会（，•． ,I；そ‘.•こ叫：綿0)'1．りi {::::..• )=↓辿、il | 

I I 17'. i文の：r.•イサー d.)..i'|•ラク、ン．ョンか、）始J: •:J 

た。
令1 '[」 }岳 ）く ’ 芥0.) 'i ．し ’i {{ I：立 i'じ1 1 ・• ．ャ tI l ーく： ( こ . J L 'J ·i•1 1hl i, JI 

},) 1 9, 9ヽ i'i.J\kl:il:i'c1l:. 、'Ji i (I/ i : ¥| {, } ! ii1 ;‘) /} <、)1....).9:'A ; / i. 

• J ;.f t: ! ;.} (i) :,·jし9) I).9 9..) { l,. 9 :、人~1 : : l { I i i .\•9: 1}, •、11.U),:r;i 1•し(,! 1 3•「

·,'i;}、; •!)ヽふ・ ·'I•..,. ii',l i • l l | : ･t f i 1 i t iu o) 」‘、 I'..i :I (J・l

令； ；人か、:.,‘:;'! I、 ‘(‘l,'1；り々のI.})り I I /;I, ｷ, 1,i:) II, l、あ

4)'t.」•，：がなさ l し、＇・:. ! t "'I~ U) f j_ I I())').9: :tt. (i.I'i. :f t. 

Iり‘・った`. (,t ii 1心1 〉

i舟義 「i幽＇i“.it教府0)i惰）())叶惰i」
全国糾‘tllt !I女（f li)I 究辿烈！ • I iｷ t邸；jJ;i 

if:ii11i Mi釦'.
l ．改i llぼ肴．砥ti必l） 1;'沿i
、:!.. j且し I fl 9ぎ／り 11 !f iし0) 訊•， hl'iと同tti lヽ．教fゞ(;• ;!.i (1’. 
る {•H伯

(I) 「 l霜耶火 I t·しての企I:hl:i i:]と名 l.II.• i if i!?i 

豆i IIM H 
(2) 1t (tllり）＇，；．tむ，； •I;•1；し＇i （し‘Jし ‘'C

3. if.I:11'I l !’. (1i (.ì ii 1；紐iの追めji
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(4)L D （学習遅進児）の研究
最後に、 「これからこの個性化教育が、第三
の教育改革として、日本の社会に（文化）の中
に根付いた教育にしたい。また、教師の主体性、
教師自身の創造性を抜きにしては長く続かない。」
という話で締めくくられた。 （並木）

食鑑窟日 7月 288 （火）
醸「1罰懺育のため哨檄輝

噌し＼浮校づくりのための計曾条件ー」
東京都立大学工学部助教授工学博士

上野浮
多目的スベースを有する公立小・中学校が、
3000校（約 1 割）を越えた。ロインテリジェ
ン 1~. スクールベの改革が急速に進みつつある。
我国の学校が本来の意味での「インテリジェン
・ト・'、•ス＇・クー、柏··べと脱炭．じ迅さく；•ために｀、改革、
していくぺぎ環境計画上の条｛牛はまだまだ山積
みしている。；これからの主要な点として、
①．オープンスベース、・多目的ス：ベースの計画
条件。．．．，

(: ••コンピュータ学習環境の整脩。
@ 地岐とともに学ぶ学校

. ．．．ヤ生涯学習施設との複合化と連掛。・
瑶墳が子どもに学習しようとする意欲を育

てる。 r教える環境づくりではなく、学ぷ環
坑づ．、くりである·`:9.:J

@ •｀学校用家具の再考。 ・
ｮ 実習スペース、特別教室の再穎成。
などがあげられる。 （川島）

施設参観·具志lII爾役所
1 つ目は、間催地である具志川の市役所見学

だった c 西洋建築の素睛 9うしい外観は、具志J Il
のシンポルにふさわしいものだった。 ••• 
・市民が親しみやすく．、利用しやすい庁舎
・職員が働きやすく、機能的な庁舎

・経済的な構造とし、維持管理のしやすい庁舎
という基本構想をもとに建てられたものだそう
である。各［店を見学し、市民ロピーが多目的に
使用できること、9事務室がオープン化している
ことなど新しい建築様式に感心した。
事務室のオープンフロア化は、行政事務の高

く事務局への問い合わせ．．浬絡先＞
〒115 東京都北区赤羽南1-16-2-504
03-3903-41'..80 庶務部長 佐久問茂和

度化・多様化・情報化に対応できるように各謀
問の問仕切をなくし、フレキシビリティーを高
めるためにしたものであるら．しい。
また、事務室及び市民ロピー等は、・タイルカ

ーベット敷で、吸音性、安全性を高め、来客者
ゃ職員に心理的安定感を与えたり、・フロアダク
トの配管やフラットケーブル等の配線によりア
ンダーカーベットシステムを採用し情報化に対
応したりできるように設計されたものである。一
. 2 1世紀へのびる町づくりをめざず庁舎とし
て、市民のコミュニケーション空問を存分に設
けた建物はとても素晴らしかった。

瀾翻
2つ目に、 「沖縄蘭研究所」の参観だった。

東洋ーと言われるこの研究所では、蘭の原種の
保存と新種の改良をしている。種からパイオテ
ク・ノロジーを使って栽培する研究をしている。
多数のピニルハウスには、：種から花の咲'<まで
の苗が数多くあり、鷲くとともに、品新式の技
術や機器を使った苗の育成の様子を見て～蘭の
花の両価な理由が何となく分かつたような気が
した¢ •・ ・ （橋本）

翻オプシ3ナIレ・ツアー
韓国からの先生方と東京事務局の40.人ほど

で、 28 日の午後と 2.9 日の一日を観光バスを
チャーターしオフ・ジョナル・ツアーを計画した。
28 日は、閤研から東南植物園へ。にわか雨が
降り出したがそれほどでもなくくつきの琉球村
では目も眩むような日差しが照•り始めた。Jヽフ＇
とマングースのショーに興奮し、共栄ガラスで
はショッピング。最後は万座毛の断崖で写真撮
影して那覇市内のホテルヘ。
29 日は南部戦跡観光。まず旧海軍司令部壕

見学。戦争の生々しさに触れ、ショックを受け
た。そのあとひめゆりの塔そして資料館。．ひめ
ゆり部隊の生き残りの方の話には思わず引き込
まれた。じゃんけんで負けたためにガス弾を浴
びた壕に入らず助かったという話は生々しかっ
た。そして、摩文仁ノ丘を汗をかきかき登った。
...言葉は通じなくてもすっかり仲良くなった韓国
の先生方との再会を約束して、JAL906便で帰路
についた。 （舘岡）
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